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(57)【要約】
【課題】狭い場所とか、暗い場所でも素人がフィルター
を正常な位置に確実にセッティングできるフィルターの
締め込み完了感知装置を提供する。
【解決手段】フィルターハウジングのヘッドにシェルを
螺合させて取り付ける際、締め込み完了位置のヘッドに
、先端に弾性体で付勢され得るロックピンを有する施錠
具を、前記シェル外周に設けた凹部に対向して装着し、
締め込み完了時に、前記弾性体の押圧若しくは伸張が解
かれて、前記ロックピンが前記弾性体の力により凹部に
突入してロックする際、作業員が感知し得る音を発する
ように構成した。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
フィルターハウジングのヘッドにシェルを螺合させて取り付ける際、締め込み完了位置の
ヘッドに、先端に弾性体で付勢され得るロックピンを有する施錠具を、前記シェル外周に
設けた凹部に対向して装着し、締め込み完了時に、前記弾性体の押圧若しくは伸張が解か
れて、前記ロックピンが前記弾性体の力により凹部に突入してロックする際、作業員が感
知し得る音を発するように構成したことを特徴とするフィルターハウジングの締め込み完
了感知装置。
【請求項２】
前記凹部に隣接して凸条スロープを設け、前記ロックピンが該スロープを弾性体の力に抗
して上昇した後、押圧若しくは伸張が解かれて弾性体の力により該凹部に突入する請求項
1記載の締め込み完了感知装置。
【請求項３】
前記凹部を前記シェルのねじ山に形成し、前記ロックピンが弾性体の力に抗してねじ山を
上昇した後、押圧若しくは伸張が解かれて弾性体の力により凹部に突入する請求項２記載
の締め込み完了感知装置。
【請求項４】
前記ロックピンが押圧によりコイルスプリングの力に抗して上昇して、ロックピンが出没
する円筒体に該ロックピンを外嵌して内装した前記コイルスプリングを伸張して、該ロッ
クピンと連結した施錠具頭部のノブを上昇させ、押圧を解くと、前記ロックピンがコイル
スプリングの復元力により前記凹部に突入し、一緒にノブも下降して、ハウジングに固定
された部材とノブ若しくはノブと一緒に移動する部材との衝突により音を発する請求項１
～３のいずれかに記載の締め込み完了感知装置。
【請求項５】
前記ロックピンが、他端が閉鎖した円筒体に内装した弾性体の力に抗して上昇した後、押
圧を解かれて弾性体の力により下降し、前記凹部底面に衝突して音を発する請求項１～３
のいずれかに記載の締め込み完了感知装置。
【請求項６】
前記弾性体は、コイルスプリングである請求項１～３及び５のいずれかに記載の締め込み
完了感知装置。
【請求項７】
前記フィルターハウジング及びヘッドは、プラスチックで形成されている請求項１～６の
いずれかに記載の締め込み完了感知装置。
【請求項８】
前記フィルターは、病院で使用される内視鏡洗浄用水ろ過用フィルターである請求項１～
７のいずれかに記載の締め込み完了感知装置。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、フィルターハウジングのヘッドにシェルを螺合締め込み取り付ける際、取
り付け完了を音によって感知できるようにして、素人が暗い場所で操作しても、適切な位
置にまで確実にヘッドにシェルをねじ込むことができるようにしたフィルターハウジング
の締め込み完了感知装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　病院で胃カメラに備えた内視鏡を洗浄するには、内視鏡洗浄装置が使用されており、こ
の装置には洗浄液をろ過するろ過装置（フィルターハウジング）が設置されている。この
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ろ過用フィルターの交換は、病院の看護師がフィルター交換時に、シェルを所定の位置ま
で螺合締めこむことによって行っているが、この目的に使用するフィルターハウジングは
、洗浄装置ユニットの内部に取り付けるため、手元が薄暗く、取り付けが完了したか、目
視では判断し難い問題があった。
【０００３】
また、このようなろ過装置としては、合成樹脂製のろ過装置が使用されていたが、素人が
操作するので、所定の位置まで締め込んでも、最後まで確実に締めこんだのか分かり難く
、そのため締め付け不足によるOリング等のシール不良が発生したり、過締めによるフィ
ルターの破損等の問題が生じていた。そればかりか、緩み防止（ロック機構）が無い場合
、振動により緩んだり、誤って緩めて液漏れの発生をもたらす場合も生じている。
【０００４】
　このような問題を解決するには、締め付け完了位置に目印をつけておけばよいが、素人
が狭い場所とか、暗い場所で使用するので、目印程度ではフィルターを正常な位置にセッ
ティングすることは困難であった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この発明は、このような点に鑑みなされたものであり、狭い場所とか、暗い場所でも素
人がフィルターを正常な位置に確実にセッティングすることができるフィルターの締め込
み完了感知装置を提供することを目的とする。
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明者は、鋭意研究の結果、締め込み完了時点で作業員が
感知し得る音を発するように構成することによって、素人でも容易にヘッドの締め付けを
正常な位置にセッティングできることを見出し、本発明に到達した。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　即ち本発明は、フィルターハウジングのヘッドにシェルを螺合させて取り付ける際、締
め込み完了位置のヘッドに、先端に弾性体で付勢され得るロックピンを有する施錠具を、
前記シェル外周に設けた凹部に対向して装着し、締め込み完了時に、前記弾性体の押圧若
しくは伸張が解かれて、前記ロックピンが前記弾性体の力により凹部に突入してロックす
る際、作業員が感知し得る音を発するように構成したことを特徴とする。
【０００８】
　前記凹部に隣接して凸条スロープを設け、前記ロックピンが該スロープを弾性体の力に
抗して上昇した後、押圧若しくは伸張が解かれて弾性体の力により該凹部に突入するよう
に構成するのが好ましい（請求項２）。
【０００９】
前記凹部を前記シェルのねじ山に形成し、前記ロックピンが弾性体の力に抗してねじ山を
上昇した後、押圧若しくは伸張が解かれて弾性体の力により凹部に突入するように構成す
るのが容易に形成できることから好ましい（請求項３）。
【００１０】
前記ロックピンが押圧によりコイルスプリングの力に抗して上昇して、ロックピンが出没
する円筒体に該ロックピンを外嵌して内装した前記コイルスプリングを伸張して、該ロッ
クピンと連結した施錠具頭部のノブを上昇させ、押圧を解くと、前記ロックピンがコイル
スプリングの復元力により前記凹部に突入し、一緒にノブも下降して、ハウジングに固定
された部材とノブ若しくはノブと一緒に移動する部材との衝突により音を発するようにす
るのが好ましい（請求項４）。
前記ロックピンが、他端が閉鎖した円筒体に内装した弾性体の力に抗して上昇した後、押
圧を解かれて弾性体の力により下降し、前記凹部底面に衝突して音を発するようにしても
良い（請求項５）。
【００１１】
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　前記弾性体は、コイルスプリングとするのが好ましい（請求項６）。また、前記フィル
ターハウジング及びヘッドは、プラスチックで形成されている場合に特に適している（請
求項７）。プラスチックは、締めすぎると破損する場合が生じるからである。
【００１２】
　前記フィルターは、病院で使用される内視鏡洗浄用水ろ過用フィルターである場合に特
に適している（請求項８）。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、締め込み完了を音と目視によって判断でき、そこでロックされるので
、病院の看護師等の素人が操作しても、締め付け不足によるOリング等のシール不良が発
生したり、過締めによるフィルターの破損等の問題が生じないほか、ロック機構を採用し
ているので、振動により緩んだり、誤って緩めて液漏れの発生をもたらすなどのトラブル
が生じる恐れが完全に無くなるという絶大な効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　次に、本発明の実施の形態を説明する。
【００１５】
　図1及び図2は、本発明の一実施例を示すものであり、フィルターハウジングのヘッド１
にシェル２を螺合させて取り付けるようになっている。
締め込み完了位置のヘッド１に、先端にコイルスプリング（弾性体）１１で付勢され得る
ロックピン３を有する施錠具４が装着されている。ねじ山５の締め込み完了時の施錠具４
の対向位置には凹部６が形成されている。
【００１６】
　施錠具４は、図３に示すように、上端にフランジ７を設けた円筒体８外周ねじ部１２で
、ヘッド１に設けたねじ穴に螺合固定されている。ロックピン３上端には、ノブ１０が円
筒部９で嵌合している。従って、ロックピン３及びノブ１０は、一体として上下動する。
【００１７】
　ロックピン３は、コイルスプリング１１を内装した円筒体８内を出没し得るようになっ
ている。コイルスプリング１１の一端は、円筒体８下端に固定され、他端は、ロックピン
３に固定されている。
【００１８】
　図2（A）に示すように、ロックピン３がツメ（ねじ山）５を乗り越える際、ロックピン
３はコイルスプリング１１を伸長させて上昇し、ロックピン３に連結したノブ１０も一緒
に上昇する。図2（B）に示すように、ロックピン３が押圧を解かれるとコイルスプリング
は元の状態に縮小して、ロックピン３が凹部６内に突入すると、図2（B）に示すように、
ノブ１０も一緒に下降しノブの円筒体９がフランジ７に当たって“カチツ”とクリック音
を発するようになっている。この状態では、ロックピン３先端は、凹部底面に当たってい
ない。フィルターハウジングは、圧力容器であるので、このようにロックピン３がシェル
２に当たらないようにするのが好ましい。
【００１９】
　ロックを解除するには、図2（C）に示すように、ノブ１０を上昇させ、一緒にロックピ
ン３を上昇させればよい。ノブ１０は指を離すとバネの伸縮力により元の図２（C）の位
置に戻るようになっている。
【００２０】
　ロックピン３を長くし、ロックピン３が凹部６底面に当たって音を発するようにするこ
ともできる。この場合は、ロックピン３を金属製とし、凹部６底面に金属を固定しておけ
ば、大きな金属音を発するようにすることができる。
【００２１】
　上記実施例においては、ツメ５はねじ山でありねじ山に凹部６が形成されているが、別
に凹部に隣接して凸条スロープを設けても差し支えない。また、凸条スロープを設けずに
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、単に凹部だけ設けても良いが、ハウジングは圧力容器であるので、肉厚を薄くできない
ので好ましくはない。
【００２２】
　本発明に使用するフィルターハウジング及びヘッドの材質は、特に限定されないが、ポ
リプロピレン、ABSのような合成樹脂とするのが、破壊を効果的に防止できることから好
ましい。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明一実施例を示す側面図である。
【図２】図1のロック部の詳細図である。
【図３】本発明の施錠具の（Ａ）側面図、（Ｂ）断面図である
【符号の説明】
【００２４】
１・・・・・・フィルターハウジングのヘッド
２・・・・・・シェル
３・・・・・・ロックピン
４・・・・・・施錠具
５・・・・・・ツメ（ねじ山）
６・・・・・・凹部
７・・・・・・フランジ
８・・・・・・円筒体
９・・・・・・ノブの円筒部
１０・・・・・・ノブ
１１・・・・・・コイルスプリング
１２・・・・・・ねじ部
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